
第

2 6回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 札 幌 大 会 （ 日 本 新 聞 協 会 主 催 、 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会

な ど 主 管 ） が ８ 月

1 6日 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の た め 、 オ ン ラ イ ン で 開 か

れ た 。 基 調 講 演 や パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン な ど 全 体 会 は 、 札 幌 文 化 芸 術 劇 場 ヒ タル か ら ラ イ ブ 中 継 さ れ た 。 公 開 授 業 や 実 践 発 表 は 、 全

2 5プ ロ グ ラ ム が オ ン デ マ ン

ド で 配 信 さ れ て お り 、 Ｎ Ｉ Ｅ を 通 じ た 「 新 し い 学 び 」 を 札 幌 か ら 全 国 に 発 信 し てい る 。

�

（ パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン は ２ ～ ４ 面 、 基 調 講 演 は ５ 面 に 詳 報 ）

大 会 ス ロ ー ガ ン は 「 新 し
い 学 び を 創 る Ｎ Ｉ Ｅ ～ 家庭 、  教 室 、  地 域 を む す ぶ ～ 」  。日 本 新 聞 協 会 の 丸 山 昌 宏 会長 は 「 新 聞 を 読 ん で 情 報 リテ ラ シ ー 、 読 解 力 を 向 上 さ

せ る こ と が 、 学 び の 基 礎 にな る 」 と Ｎ Ｉ Ｅ の 重 要 性 を強 調 し た 。
基 調 提 案 で 、 大 会 実 行 委

員 長 も 務 め た 推 進 協 議 会 の菊 池 安 吉 会 長 は 、 予 想 困 難な 挑 戦 の 時 代 を 生 き 抜 く ため に 、  物 事 を 俯 瞰 （ ふ か ん ）す る 「 鳥 の 目 」  、 掘 り 下 げる 「 虫 の 目 」  、 時 代 の 流 れを 見 る 「 魚 の 目 」 を 持 つ こと の 重 要 性 を 指 摘 。 そ の 上で 「 新 聞 に は そ の 全 て が 織

り 込 ま れ て い る 」 と 述 べ 、教 育 に 新 聞 を 活 用 す る 意 義を 訴 え た 。
基 調 講 演 は 、 ノ ン フ ィ ク

シ ョ ン 作 家 、 梯 久 美 子 さ んが 「 歴 史 と 出 会 う

―
新 聞

と い う 回 路 」 を テ ー マ に 話し た 。 梯 さ ん は 、 米 軍 と の激 戦 と な っ た 硫 黄 島 の 戦 いを 描 い た デ ビ ュ ー 作 「 散 るぞ 悲 し き

　
硫 黄 島 総 指 揮

官 ・ 栗 林 忠 道 」 の 執 筆 の 動機 に つ い て 、 栗 林 中 将 が 大本 営 に 送 っ た 決 別 電 報 の 一部 が 改 ざ ん さ れ て 新 聞 掲 載さ れ た 事 実 を 知 り 、  「 こ のこ と を 伝 え る べ き だ 」 と 思

っ た こ と な ど を 紹 介 し た 。
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

は 、 元 北 海 道 日 本 ハ ム フ ァイ タ ー ズ 選 手 で 、 来 春 、 札幌 に 私 立 小 学 校 を 開 校 す る学 校 法 人 田 中 学 園 理 事 長 の田 中 賢 介 さ ん を は じ め 、 大会 ス ロ ー ガ ン 「 家 庭 、  教 室 、地 域 」 の 立 場 か ら 主 婦 や 高校 生 、 教 諭 、 地 域 活 動 に 取り 組 む 夫 妻 ら ７ 人 の パ ネ リス ト が 、 そ れ ぞ れ の 立 場 から 新 聞 や 新 聞 を 使 っ た 学 習に つ い て 話 し 合 っ た 。
大 会 で は 地 元 高 校 生 が 、

大 会 の 様 子 を 伝 え る 新 聞 制作 や 司 会 、 パ ネ リ ス ト 、 手話 通 訳 で 活 躍 し た 。
オ ン ラ イ ン 開 催 は 、 前 回

の 東 京 に 続 い て ２ 大 会 連 続と な っ た 。
次 回 、 第

2 7回 全 国 大 会 は

来 年 ８ 月 、  宮 崎 市 で 開 か れ る

。

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 の オ ン デ
マ ン ド 参 加 申 し 込 み は 、 １２ １ ７ 人 と な っ た 。 ８ 月
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日 に ラ イ ブ 中 継 さ れ た 全 体会 （ 基 調 講 演 、 パ ネ ル デ ィス カ ッ シ ョ ン な ど ） は ７ ７７ 人 が 視 聴 し た 。
オ ン デ マ ン ド 申 込 期 間

は 、 ７ 月 ５ 日 か ら ８ 月

3 1日

ま で 約 ２ カ 月 間 。 北 海 道 内４ ５ ３ 人 、 道 外 か ら は ７ ６４ 人 だ っ た 。
公 開 授 業 、 実 践 発 表 は 全

体 会 終 了 後 、 順 次 配 信 が 始ま り ９ 月 中 旬 に 全

2 5プ ロ グ

ラ ム が そ ろ っ た 。 全 体 会 も配 信 さ れ て い る 。 視 聴 は

1 1

月

3 0日 ま で 、 大 会 ホ ー ム ペ

ー ジ の 特 設 サ イ ト  （
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）

で 見 ら れ る 。

菊 池 安 吉 ・ 大 会 実 行 委 員 長 に よ る 基
調 提 案 （ 要 旨 ） は 次 の 通 り 。

◇

大 会 で は 、 新 学 習 指 導 要 領 で 目 指 す

「 生 き る 力 」 を 育 成 す る た め 、 キ ー ワー ド を 「 新 し い 学 び 」 と し 、 教 育 活 動で 新 聞 を 活 用 す る こ と で 育 成 で き る 、新 し い 子 ど も の 学 び の 姿 を 授 業 や 実 践発 表 で 検 証 し て い き た い と 考 え ま す 。
公 開 授 業 、 実 践 発 表 と も 二 つ の 視 点

を 持 っ て 取 り 組 み ま し た 。 視 点 ① は 言

語 活 動 、 体 験 的 な 活 動 を 取 り 入 れ た 学習 。 視 点 ② は 次 の 学 び の ス テ ッ プ に つな が る 新 聞 を 活 用 し た 学 習 で す 。
新 型 コ ロ ナ 下 に 生 活 す る こ と を 余 儀

な く さ れ て い る 子 ど も た ち は 、 現 代 史の 目 撃 者 で す 。 フ ェ イ ク ニ ュ ー ス や デマ に 振 り 回 さ れ る こ と な く 、 情 報 を 見極 め る メ デ ィ ア リ テ ラ シ ー を 身 に つ けさ せ 、 自 分 の 頭 で 考 え る 「 新 し い 学 びを 創 る Ｎ Ｉ Ｅ 」  を 北 海 道 か ら 発 信 し ます 。

コ ロ ナ 予 防

 オ ン ラ イ ン 開 催

新 聞 を 使 っ た 学 習 に つ い て話 し 合 わ れ た パ ネ ル デ ィ スカ ッ シ ョ ン

１ ２ １ ７ 人 参 加
1 1月 末 ま で 配 信

基 調 提 案 を 述 べ る 菊 池 安 吉 ・ 大 会 実

行 委 員 長

札 幌 か ら  「 新 し い 学 び 」  発 信札 幌 か ら  「 新 し い 学 び 」  発 信

全 国 大 会

  全 体 会 ラ イ ブ 中 継

基 調 提 案 （ 要 旨 ）基 調 提 案 （ 要 旨 ）

北  海  道  新  聞 ホ ー ム ペ ー ジ 「  N I E  」 (h t t p s: / / ni e. h o k k ai d o- n p. c o. j p / ) で  バ  ッ ク ナ ン  バ  ー  か  ら  閲  覧  で  き ま  す
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Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 の 全 体 会 で 行 わ れ た 、 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 作 家 、 梯 久 美 子 さ
ん の 基 調 講 演 （ テ ー マ 「 歴 史 と 出 会 う

―
新 聞 と い う 回 路 」  ） と 、  「 家 庭 」  「 教

室 」  「 地 域 」 そ れ ぞ れ の 立 場 か ら 新 聞 や Ｎ Ｉ Ｅ に つ い て 話 し 合 っ た パ ネ ル ディ ス カ ッ シ ョ ン の 内 容 を 紹 介 す る 。 基 調 講 演 は ５ 面 に 掲 載 。�

（ 記 事 と 写 真 は 北 海 道 新 聞 社 提 供 ）

　
―
み な さ ん に と っ て 、

新 聞 は ど ん な 存 在 で す か 。　
内 山

　
会 社 員 を 経 て （ 夫

の Ｕ タ ー ン を 機 に ） 美 唄 市に 移 住 し 、 ア ス パ ラ 生 産 など の 農 業 を 営 ん で い ま す 。２ 世 帯 ６ 人 で 暮 ら し 、 新 聞は ４ 紙 取 っ て い ま す 。 農 業の 業 界 紙 は 欠 か せ な く 、 中学 １ 年 の 長 女 と 小 学 ５ 年 の長 男 用 に 子 ど も 新 聞 も 購 読し て い ま す 。 考 え 方 に 偏 り

が 出 な い よ う 、 全 国 紙 は 数年 お き に 代 え て 読 ん で い ます 。　
古 畑

　
高 校 の 授 業 に お け

る 教 材 の 一 つ で 貴 重 な 情 報源 で も あ り ま す 。 校 内 に は（ 世 界 文 化 遺 産 に 登 録 さ れた ） 北 海 道 ・ 北 東 北 の 縄 文遺 跡 群 の 記 事 な ど が 貼 られ 、 学 校 図 書 館 で は 新 聞 の閲 覧 や 記 事 デ ー タ ベ ー ス（ Ｄ Ｂ ） で の 検 索 な ど 、  あ ちこ ち で 目 に 触 れ る こ と が でき ま す 。　
為 国

　
小 さ い 頃 は 「 読 む

必 要 が あ る の か な 」 と 思 って い ま し た が 、 高 校 の 友 達と 話 す 時 に ニ ュ ー ス が 話 題に な る こ と が あ り 、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン を 取 る 上 で 重要 で す 。　
浜 田

　
世 の 中 の 情 報 は テ

レ ビ や ラ ジ オ 、 イ ン タ ー ネッ ト で 知 る こ と が で き ま すが 、 新 聞 は そ れ ら が 伝 え きれ な い 幅 広 い 知 識 を 広 げ てく れ ま す 。 高 校 に 入 っ て から 読 む よ う に な り ま し た 。　
鈴 木 翼

　
秋 田 県 出 身 で 旭

川 の 大 学 を 卒 業 後 、 妻 の 実家 の 家 業 を 継 ぎ 、 秋 サ ケ 定置 網 漁 な ど を 営 ん で い ま

す 。 私 が 住 む 地 域 で は 約 ５０ ０ 世 帯 の ほ と ん ど が 新 聞を 購 読 し て い ま す 。 漁 協 青年 部 で 魚 の 販 売 会 を 開 く際 、 地 域 面 に 載 せ て も ら うと お 客 が 多 く 、 新 聞 の 影 響力 の 大 き さ を 実 感 し ま す 。　
田 中

　
実 家 が 小 さ な 印 刷

会 社 で 、 幼 い 頃 か ら ス ポ ーツ 紙 の 野 球 記 事 な ど を 読 んで 育 ち ま し た 。 プ ロ 野 球 選手 に な っ て 記 事 に 載 る 側 にな り 、 ど の よ う に 話 せ ば 真意 を く み 取 っ て 書 い て く れる か 、 取 材 を 受 け る 難 し さを 感 じ ま し た 。 引 退 後 は 新聞 コ ラ ム な ど を 通 じ 、 選 手ら を 取 材 す る 難 し さ も 感 じて お り 、 新 聞 に は 全 方 向 から 関 わ っ て い ま す 。　
―
４ 紙 を 購 読 す る 内 山

さ ん の 子 ど も は ど ん な 記 事に 興 味 を 持 っ て い ま す か 。　
内 山

　
自 然 環 境 や 昆 虫 、

動 植 物 な ど の 記 事 に 興 味 があ る よ う で す 。 長 女 は ご み問 題 や 紛 争 、 難 民 に 関 す る記 事 に 「 こ ん な こ と が あ るな ん て 知 ら な か っ た 」 と ショ ッ ク を 受 け つ つ 読 ん で いま す 。 最 初 は 子 ど も た ち に「 読 み な さ い 」 と 言 っ て いま し た が 、 自 分 か ら 手 に 取

る よ う に な り 、 成 長 を 感 じて い ま す 。　
田 中

　
私 も ４ 紙 を 取 っ て

お り 、 小 学 生 の 長 男 は 子 ども 新 聞 を 読 み 、 ま だ 字 が あま り 読 め な い 次 男 は 、 好 きな パ ン ダ の 記 事 の 写 真 な どを 見 て い ま す 。 好 き な 記 事を 読 む こ と で 視 野 が 広 がり 、 年 代 に よ っ て 読 む 記 事が 変 わ っ て い く の が 新 聞 の良 さ だ と 思 い ま す 。　
―
一 般 紙 の 部 数 が 軒 並

み 減 る 中 、 子 ど も 向 け 新 聞は 部 数 を 維 持 ま た は 増 え てい る そ う で す 。 な ぜ 読 ま れて い る と 思 い ま す か 。　
為 国

　
子 ど も に 合 わ せ た

記 事 を 作 っ て い る か ら だ と思 い ま す 。 天 文 学 に 関 す る記 事 や 英 語 の 和 訳 な ど も 載っ て い て 、 と て も 勉 強 に なり ま す 。　
浜 田

　
ス ポ ー ツ や 音 楽 な

ど 私 た ち の 興 味 が あ る 記 事が 多 く 載 っ て い ま す 。 小 中学 生 は 文 章 を 読 む の が 苦 手な 人 が 多 く 、 私 も 好 き で はあ り ま せ ん で し た が 、 子 ども 向 け 新 聞 は 手 に 取 り や すか っ た で す 。　
―
鈴 木 さ ん が 住 む 別 海

町 の 野 付 小 ・ 中 学 校 で は 、授 業 が 始 ま る 前 に 新 聞 を 読む 「 Ｎ Ｉ Ｅ タ イ ム 」 を 月 １回 設 け て い ま す 。　
鈴 木 桃 子

　
野 付 中 の ス ク

ー ル サ ポ ー ト ス タ ッ フ と して 、 図 書 室 の 整 備 な ど に 携わ っ て い ま す 。 Ｎ Ｉ Ｅ タ イム で は 新 聞 を 取 っ て い る 世帯 が 多 い か ら か 、 ど の 子 も抵 抗 感 な く 取 り 組 ん で い ま

パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ンパ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

為 国 さ ん

�� 友 達 と の 会 話 で 重 要

浜 田 さ ん

�� 幅 広 い 知 識 得 ら れ る

田 中 さ ん

�� 年 代 で 読 む 記 事 変 化

新 聞 の あ る 生 活新 聞 の あ る 生 活

3面 に 続 く

鈴 木 桃 子 さ ん 、 翼 さ ん 夫 妻
（ 別 海 町 で 秋 サ ケ 定 置 網 漁 な ど を 営 む ）

田 中 賢 介 さ ん
（ 元 北 海 道 日 本 ハ ム フ ァ イ タ ー ズ 選 手 、

学 校 法 人 田 中 学 園 理 事 長 ）

パ ネ リ ス ト 7  人パ ネ リ ス ト 7  人

司 会司 会
松 本 裕 子 さ ん

（ フ リ ー ア ナ ウ ン サ ー ）

2 0 2 1 年 （ 令 和 3 年 ） 1 0 月 2 9 日

2



す 。 生 徒 と 地 域 の 人 が グ ルー プ に な り 、 一 つ の 新 聞 から 一 番 気 に な る 記 事 を 選 んで 意 見 を 書 く 「 ま わ し よ み新 聞 」 と い う 活 動 も し て いま す 。 選 ぶ 記 事 が 重 な る こと は 意 外 と な く 、 ス ポ ー ツに 興 味 を 持 つ 子 が い れ ば 、他 地 域 の 漁 業 関 係 の 記 事 を選 ぶ 子 も い ま し た 。　
―
世 界 各 国 で 新 聞 の 発

行 部 数 が 減 っ て い ま す 。 なぜ だ と 思 い ま す か 。　
為 国

　
新 聞 の サ イ ズ が 大

き い 。 子 ど も が 広 げ て 読 むに は 大 変 で 、 大 人 も あ れ だけ の 分 量 を 小 さ な 文 字 で 追っ て い く の は 大 変 で す 。 スマ ー ト フ ォ ン な ど で 必 要 な記 事 だ け サ ッ と 見 る 人 が 増え た の だ と 思 い ま す 。　
浜 田

　
新 聞 は ネ ッ ト ニ ュ

ー ス に 比 べ て 内 容 が 詰 ま って い る 分 、 読 み 応 え は あ りま す が 時 間 が か か り ま す 。手 軽 に 情 報 を 入 手 す る と なる と 、 ネ ッ ト ニ ュ ー ス に なっ て し ま い ま す 。　
古 畑

　
新 聞 の 大 き な 特 長

に  「 一 覧 性 」  が あ り ま す が 、今 は 「 知 り た く な い こ と は目 に 入 ら な く て い い 」 と いう こ と が ま か り 通 っ て い るよ う に 感 じ ま す 。 事 実 と いう の は 複 雑 で 白 黒 付 け ら れる も の で は な く 、 結 果 が すぐ に 分 か ら な い も の は 「 難し い 」  「 面 倒 く さ い 」 と いう 風 潮 に な っ て い る の か もし れ ま せ ん 。　
―
日 本 新 聞 協 会 広 告 委

員 会 の 調 査 に よ る と 、 新 型コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大以 降 、 新 聞 に 触 れ る 機 会 が「 増 え た 」  「 や や 増 え た 」 との 回 答 が 合 わ せ て 約
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上 っ た そ う で す 。 コ ロ ナ 禍で 新 聞 を 読 む 頻 度 は 増 え まし た か 。　
鈴 木 桃 子

　
子 ど も た ち が

新 聞 を 読 む よ う に な っ た と感 じ ま す 。 コ ロ ナ に 対 す る不 安 か ら な の か 、 感 染 者 数な ど を よ く チ ェ ッ ク し て いる よ う で す 。　
古 畑

　
コ ロ ナ 禍 は 読 者 が

記 事 で 求 め て い る こ と が 明確 に な り 、 新 聞 の 存 在 意 義が よ り 増 し た と 思 い ま す 。ネ ッ ト で ワ ク チ ン に 関 す る情 報 な ど を 見 て 、 不 安 に なる こ と も あ り ま す が 、 翌 日に 配 ら れ る 朝 刊 を 見 て 客 観的 な 事 実 を 知 り 、 ホ ッ と す

る 時 も あ り ま す 。 新 聞 は 最終 的 な チ ェ ッ ク が で き る もの だ と 気 付 い た 人 も 増 え たの で は な い で し ょ う か 。　
田 中

　
コ ロ ナ 禍 で 「 情 報

が 欲 し い 」 と 、 多 く の 方 が読 ん で い る の だ と 思 い ます 。 正 確 な 情 報 を 伝 え て きた 新 聞 の 実 績 の 表 れ で は ない で し ょ う か 。　
―
日 本 新 聞 協 会 に よ る

と 、 Ｎ Ｉ Ｅ で 学 力 は 伸 び ると の デ ー タ が あ り ま す 。 全国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 （ 全国 学 力 テ ス ト ） の 小 学 ６ 年を 対 象 に し た 「 国 語 Ａ 」 の正 答 率 で は 、 新 聞 を ほ ぼ 毎日 読 む 児 童 と 読 ん で い な い児 童 と で は
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あ っ た そ う で す 。　
古 畑

　
国 語 教 師 と し て 、

新 聞 の よ う な 文 章 に 触 れ る機 会 が 多 け れ ば 多 い ほ ど 、点 数 が 上 が る の は 当 然 だ と感 じ て い ま す 。 デ ー タ で 注目 す べ き は 、 算 数 や 数 学 の結 果 に も 影 響 を 与 え て い るこ と 。 新 聞 を 読 解 す る 力 が他 の 教 科 に も 好 影 響 を も たら し て い る の だ と 思 い ま す

。

　
鈴 木 桃 子

　
新 聞 に 出 て く

る グ ラ フ は 算 数 や 数 学 に つな が り ま す し 、 記 事 の 内 容を 理 解 す る た め に 、 知 ら ない 言 葉 の 意 味 を 調 べ る こ とは 国 語 に 関 わ り ま す 。 新 聞

を 読 む こ と は 、 学 び の さ まざ ま な 分 野 に つ な が っ て いる と 思 い ま す 。　
浜 田

　
新 聞 を 継 続 的 に 読

む こ と で 、 学 力 は 上 が っ てい く の で は な い で し ょ うか 。 新 聞 に は た く さ ん の 文章 表 現 が あ り 、 テ ス ト の アド バ イ ス や 学 習 に 役 立 つ 記事 も あ る 。 そ う い う 面 か らも 参 考 に な り ま す 。　
内 山

　
テ ス ト の 点 数 だ け

で は な く 、 新 聞 を 通 じ て 物事 を 考 え 、 視 野 を 広 く 持 つこ と で 、 社 会 に 出 た 時 に 役立 つ こ と が 育 っ て い る の かな と 思 い ま す 。 点 数 に と どま ら な い 学 び を 得 ら れ る のが 新 聞 だ と 思 い ま す 。　
田 中

　
子 ど も た ち が い き

な り 親 に  「 新 聞 が 読 み た い 」と 言 う こ と は な い は ず です 。 親 が 子 ど も と 関 わ る ツー ル と し て 新 聞 を 読 む こ とで 、 自 然 と 学 力 が 上 が る ので は な い で し ょ う か 。 子 ども 新 聞 は 親 子 で 対 話 で き るク イ ズ 形 式 な ど に な っ て おり 、 子 ど も に 「 刺 さ る 」 内容 に な っ て い ま す 。 そ の ため に は 新 聞 を 読 ま な く な った 世 代 の 親 が い か に 読 む かが す ご く 大 事 に な り ま す 。　
―
新 型 コ ロ ナ の 感 染 拡

大 は 教 育 現 場 に も 影 響 を 及ぼ し 、 小 中 学 生 に 情 報 端 末を １ 人 １ 台 ず つ 配 布 す る「 Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス ク ー ル 構 想 」が 前 倒 し で 進 め ら れ ま した 。

鈴 木 桃 子 さ ん

�� 子 ど も も 読 む よ う に

古 畑 さ ん
��　 　

存 在 意 義 さ ら に 増 す

コ ロ ナ 禍 と 新 聞コ ロ ナ 禍 と 新 聞

2面 か ら 続 く

4面 に 続 く

内 山 佳 奈 さ ん
（ 美 唄 市 の ア ス パ ラ 生 産 農 家 ）

古 畑 理 絵 さ ん
（ 札 幌 藻 岩 高 校 教 諭 ）

為 国 結 菜 さ ん 、 浜 田 亮 太 さ ん
（ 札 幌 藻 岩 高 校 ２ 年 ）

家 庭  教 室  地 域 か ら家 庭  教 室  地 域 か ら
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浜 田

　
授 業 で 「 環 境 に 優

し い 商 品 」 を 調 べ て ま と める 時 に 、 学 校 の パ ソ コ ン を使 い ま し た 。 地 域 の 課 題 につ い て 調 べ る 総 合 的 な 学 習の 授 業 で は 、 ウ ェ ブ 会 議 シス テ ム Ｚ ｏ ｏ ｍ （ ズ ー ム ）を 使 う こ と で 、 コ ロ ナ 禍 でも 関 係 者 の イ ン タ ビ ュ ー を行 う こ と が で き ま し た 。　
―
デ ジ タ ル 教 科 書 の 本

格 導 入 に 向 け た 議 論 も 進 んで い ま す 。　
為 国

　
私 は あ ま り 好 き で

は あ り ま せ ん 。 デ ジ タ ル 教

科 書 は  （ 端 末 上 で 電 子 的 に ）書 き 込 む こ と が 多 い で すが 、 ノ ー ト に 自 分 で 文 字 を書 い た 方 が 記 憶 に 残 る し 、テ ス ト 勉 強 な ど に 役 立 つ と思 い ま す 。 デ ジ タ ル だ と 、書 き 込 ん だ デ ー タ が 消 去 され て し ま う 恐 れ も あ り ます 。　
鈴 木 翼

　
重 い 紙 の 教 科 書

を 何 冊 も 持 ち 歩 か な く て 済む よ う に な り 、 教 材 の 読 み比 べ な ど で も メ リ ッ ト が 大き い 。 た だ 、 活 用 方 法 は 現場 の 先 生 に 丸 投 げ せ ず 、 共通 の 指 針 や 専 門 教 員 を 配 置す る こ と が 必 要 に な る と 思い ま す 。　
―
田 中 さ ん は 札 幌 市 内

に 来 春 開 校 す る 小 学 校 で 情報 通 信 技 術 （ Ｉ Ｃ Ｔ ） を 使っ た 教 育 を 重 視 し ま す か 。　
田 中

　
学 校 に お け る Ｉ Ｃ

Ｔ は 、 文 房 具 の よ う に 当 たり 前 の 存 在 に な る と 思 い ます 。 算 数 の 授 業 な ら デ ジ タル ド リ ル の よ う な 形 で 問 題を ど ん ど ん 解 き 、 間 違 い やす い 問 題 の 傾 向 を 人 工 知 能（ Ａ Ｉ ） に 教 え て も ら う 。一 方 で 、 深 く ゆ っ く り 学 ぶべ き こ と は 、 従 来 通 り の 教育 で も 良 い と 思 い ま す 。　
―
新 聞 に 話 を 戻 す と 、

デ ジ タ ル 化 の メ リ ッ ト の 一つ に 記 事 デ ー タ ベ ー ス が あり ま す 。 授 業 で 使 う 予 定 はあ り ま す か 。　
古 畑

　
漢 文 で 故 事 成 語 を

学 び ま す が 、 現 代 に お け る使 わ れ 方 を 学 ぶ こ と が 学 習目 標 の 一 つ に な っ て い ます 。  「 塞 翁  （ さ い お う ）  が 馬 」「 虎 の 威 を 借 る キ ツ ネ 」 など を キ ー ワ ー ド に 記 事 検 索し 、 キ ー ワ ー ド を 伏 せ 字 にし て 出 題 し た り 、 生 徒 自 身が 探 し 出 し て 使 い 方 を 調 べた り で き る と 思 い ま す 。　
内 山

　
小 学 校 で は 自 分 が

住 む 地 域 の 歴 史 や 産 業 、 政治 を 学 び ま す が 、 副 読 本 や教 科 書 だ け で は な く 、 子 ども た ち が 知 り た い と 思 っ た時 に 調 べ ら れ る 教 材 と して 、 記 事 デ ー タ ベ ー ス を 使用 で き た ら す ご く 良 い と 思い ま す 。　
―
今 の 新 聞 っ て 、 面 白

い の で し ょ う か 。　
為 国

　
私 に は 面 白 い で

す 。 で も 、 文 字 の 羅 列 で 眠く な っ た り 、 集 中 力 が 途 切れ た り す る こ と は あ り ます 。 参 考 書 を 選 ぶ 時 、 白 黒の 文 字 ば か り よ り 、 イ ラ スト や 写 真 が 多 く あ る も の を買 い ま す 。 新 聞 も も う 少 しそ う で あ っ て ほ し い で す 。

　
浜 田

　
読 む こ と で 能 動 的

に 知 識 や 情 報 が 得 ら れ る 新聞 は 私 に と っ て も 面 白 い です 。 そ の 面 白 さ を 知 っ て もら う た め に は 、 子 ど も の 頃か ら 新 聞 に 触 れ る 習 慣 を つけ る こ と が 大 事 で は な い でし ょ う か 。　
―
こ れ か ら の 新 聞 と Ｎ

Ｉ Ｅ に 何 を 期 待 し ま す か 。　
古 畑

　
新 し い 学 習 内 容 で

あ る  「 グ ロ ー バ ル 化 」  や  「 地域 創 生 」  「 持 続 可 能 性 」 は 、新 聞 社 が 日 々 取 材 を 続 け てい る 得 意 分 野 で す 。 引 き 続き 公 正 、 公 平 な 立 場 で 、 客観 的 な 事 実 を 報 道 し て ほ しい で す 。　
内 山

　
Ｎ Ｉ Ｅ を 通 じ て 新

し い 言 葉 と 出 合 い 、 そ の 意味 や 使 い 方 を 知 る こ と で 、自 分 た ち の 世 界 が 広 が る 教育 に 取 り 組 ん で ほ し い 。 その た め に は 新 聞 社 は 、 子 ども た ち が 社 会 の 課 題 を 自 分の こ と と し て 問 題 意 識 を 持て る よ う な 紙 面 作 り を し てほ し い で す 。　
鈴 木 翼

　
新 聞 社 は 地 方 に

た く さ ん あ り 、 地 域 の 人 たち の 声 を 拾 い や す い 。 法 律や 制 度 の 影 響 を 受 け て い る人 の 声 は 、 困 っ て い て も 届か な か っ た り し ま す 。 そ うし た 部 分 で の 発 信 に 期 待 して い ま す 。　
田 中

　
現 役 時 代 か ら 新 聞

は 好 き で し た が 、 Ｎ Ｉ Ｅ につ い て は 知 ら な か っ た 。 学校 を 始 め る に あ た り 、 新 聞を 使 っ た 授 業 を や り た い と思 い ま す し 、 小 学 ６ 年 間 を終 え た 時 、  子 ど も た ち が  「 新聞 を 読 む の が 楽 し い 」 と 思え る 教 育 を し た い で す 。

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 の 最 後 の
全 体 会 が

1 0月 １ 日 、 約
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が 参 加 し オ ン ラ イ ン で 開 かれ た 。 公 開 授 業 や 実 践 発 表を 担 当 し た 教 諭 ら が 大 会 を振 り 返 り 、 成 果 と 課 題 を 共有 。 大 会 実 行 委 員 長 を 務 めた 、 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議会 の 菊 池 安 吉 会 長 は 「 今 回得 た 財 産 を 生 か し て 、 Ｎ ＩＥ の 裾 野 を 全 道 に 広 げ たい 」 と 、 活 動 の 一 層 の 浸 透を 期 待 し た 。
推 進 協 議 会 の 髙 辻 清 敏 顧

問 は 「 地 域 色 を 生 か し た テー マ の 実 践 例 が 多 く 、 全 国の 教 育 関 係 者 の 参 考 に な った 」 と 大 会 を 講 評 し た 。

各 分 科 会 か ら の 報 告 で
は 、 Ｎ Ｉ Ｅ 初 体 験 で 小 学 国語 の 授 業 を 公 開 し た 札 幌 市立 桑 園 小 の 夏 井 彩 教 諭 が「 新 聞 を 使 う こ と で 、 自 分の 主 張 に あ っ た 資 料 を 取 捨選 択 す る 力 が 身 に つ い た 」と 児 童 の 成 長 を 紹 介 し た 。

Ｎ Ｉ Ｅ の 広 が り が 期 待 さ
れ る 「 特 別 支 援 学 校 （ 級 ）  」で の 実 践 は ２ 教 諭 が 発 表 。岩 見 沢 高 等 養 護 学 校 の 曳 田和 樹 教 諭 は 「 肢 体 不 自 由 者が 新 聞 を 授 業 で 活 用 す る には 、 さ ま ざ ま な 課 題 が あ るこ と が 浮 き 彫 り に な っ た 」と 話 し 、 継 続 的 な 取 り 組 みに 向 け て 課 題 解 消 へ 意 欲 を示 し た 。 札 幌 市 立 藤 野 中 の三 上 毅 朗 教 諭 は 、 持 続 可 能な 開 発 目 標 （ Ｓ Ｄ Ｇ ｓ ） に関 わ る 「 フ ー ド ロ ス 」 を 考え る 授 業 で 新 聞 を 使 い 、  「 社会 的 な 問 題 と 生 徒 を つ な ぐこ と が で き た 」 と 述 べ た 。

近 代 北 海 道 の 発 展 を 支
え 、 空 知 の 炭 鉱 な ど か ら 構成 さ れ る 日 本 遺 産  「 炭 鉄 港 」を 地 域 教 材 と し て 取 り 上 げた 市 立 美 唄 中 の 鹿 糠 昌 弘 教諭 は  「 新 聞 で 過 去  ・  現 在 ・  未来 を 見 つ め た 。 地 域 面 の 役割 が 大 き か っ た 」  と 話 し た 。分 科 会 を 司 会 し た 市 立 ゆ うば り 小 の 冨 樫 忠 浩 教 諭 は 、「 Ｎ Ｉ Ｅ を 通 し て 、 自 分 たち の 町 に 誇 り を 持 た せ る 授業 づ く り の モ デ ル ケ ー ス にな れ ば 」 と 期 待 を 込 め た 。

鈴 木 翼 さ ん

�� 活 用 の 指 針 を 示 し て

内 山 さ ん

��　 調 べ 学 習 に 記 事 Ｄ Ｂ

進 む デ ジ タ ル 化進 む デ ジ タ ル 化

3面 か ら 続 く

成 果 と 課 題 を 共 有成 果 と 課 題 を 共 有
全 国 大 会全 国 大 会

    参 加 教 諭 ら 振 り 返 る参 加 教 諭 ら 振 り 返 る

全 国 大 会 に 参 加 し た 教 諭が  「 成 果 と 課 題 」  を 発 表 した 全 体 会
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私 は デ ビ ュ ー 作 「 散 る ぞ
悲 し き 」 で 、 １ ９ ４ ５ 年 ３月 に 米 軍 と の 戦 闘 で 日 本 軍が 全 滅 し た 、 東 京 都 小 笠 原諸 島 の 硫 黄 島 で 起 き た こ とを 書 き ま し た 。

硫 黄 島 の 総 指 揮 官 ・ 栗 林
忠 道 中 将 は 、 ２ 万 人 の 兵 士を 率 い て 、 ５ 日 で 落 ち る とい う 米 軍 の 予 想 を 覆 し て

3 6

日 間 島 を 死 守 し た 人 で す 。
取 材 を す る 中 で 、 栗 林 さ

ん が 玉 砕 の 前 に 大 本 営 に 送っ た 決 別 電 報 に あ る 辞 世 の一 部  「 散 る ぞ 悲 し き 」  が 、  「 散る ぞ 口 惜 し 」 に 改 ざ ん さ れて 当 時 の 新 聞 に 掲 載 さ れ たこ と な ど が 分 か り ま し た 。
電 報 の 原 文 を 確 認 す る

と 、  「 散 る ぞ 悲 し き 」 の 「 悲し き 」 に ２ 本 線 が 墨 で ひ かれ 、  そ の 横 に 赤 で 「 口 惜 し 」に 書 き 直 さ れ て い ま し た 。電 報 を 受 け 取 っ た 大 本 営 の

作 戦 部 が 改 ざ ん し て い た ので す 。  「 散 る ぞ 悲 し き 」 とい う 言 葉 が 士 気 を 下 げ る と思 っ た の で し ょ う 。
栗 林 さ ん も 最 高 指 揮 官 が

「 悲 し き 」 と 書 く の は タ ブー だ と 分 か っ て い た の で はな い か と 思 い ま す 。 そ れ でも あ え て 書 か ず に い ら れ なか っ た 。 部 下 が 武 器 も 弾 薬も 水 も な く 絶 対 死 ぬ と 分 かる 戦 い を し て い る 悲 惨 さを 、 後 世 に 伝 え よ う と し てい た の で は な い で し ょ うか 。
決 別 電 報 と 同 じ 紙 面 に

は 、  「 本 土 決 戦 」 な ど の 言葉 が 躍 っ て い ま す 。 目 的 の記 事 だ け で は な く 、 同 じ 日に 載 っ た 他 の ニ ュ ー ス か らも 、 日 本 が ど う い う 時 代 だっ た か が リ ア リ テ ィ ー を もっ て 伝 わ っ て き ま す 。
栗 林 さ ん は 決 別 電 報 が 新

聞 に 載 る こ と を 予 測 し て い

ま し た 。 新 聞 を 通 じ て 、 戦地 の 悲 惨 さ を 伝 え よ う と した 指 揮 官 が い た こ と 、 そ の最 後 の メ ッ セ ー ジ が 国 民 に伝 わ ら な か っ た こ と を 知 った 私 は 、 こ の こ と を 伝 え るべ き だ と 思 い ま し た 。
３ 年 前 に 原 民 喜 の 評 伝 を

書 き ま し た 。 広 島 で 被 爆 した 経 験 を 「 夏 の 花 」 と い う小 説 に 書 い た 作 家 で す 。 他人 と う ま く コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン が で き な い 、 い ま で いう 引 き こ も り 気 質 の 人 で した が 、 文 章 を 書 く と き だ けは 自 分 ら し く い ら れ た 。 こう い う 人 を 通 し て 今 の 若 い人 に 原 爆 に つ い て 知 っ て もら う こ と は で き な い か と 思い ま し た 。
原 民 喜 は 鉄 道 自 殺 で 亡 く

な り ま す が 、 そ の 直 前 に 地元 広 島 の 中 国 新 聞 社 に 、  「 永遠 の み ど り 」 と い う 有 名 な詩 を 郵 送 し て い ま す 。 希 望

を 感 じ さ せ る 詩 で す 。 若 い人 た ち に 希 望 を 託 し て 、 自分 は 静 か に 世 を 去 っ て いく 。 原 爆 を 経 験 し た ふ る さと の 人 た ち に 向 け た 別 れ のあ い さ つ だ っ た の で は な いか と 思 い ま す 。 新 聞 に は 、あ る 時 代 を 生 き た 人 の 声 も刻 印 さ れ る 、  と 感 じ ま し た 。
私 は 原 爆 に つ い て 調 べ る

時 、 中 国 新 聞 が イ ン タ ー ネッ ト 上 に 開 設 し て い る サ イト 「 ヒ ロ シ マ 平 和 メ デ ィ アセ ン タ ー 」 を 活 用 し て い ます 。 原 爆 に 関 す る 記 事 や 過去 の 特 集 を 無 料 で 読 む こ とが で き る 充 実 し た サ イ ト です 。 こ の よ う な 地 元 の 歴 史に か か わ る 取 り 組 み を 、 他の 新 聞 社 で も ぜ ひ や っ て いた だ き た い 。 戦 争 体 験 者 の証 言 を 読 ん だ り 、 戦 争 に つい て 新 聞 で 何 が い つ ど の よう に 書 か れ 、 あ る い は 書 かれ な か っ た の か を 知 る こと 。 そ れ は 、 歴 史 と は 個 人の 人 生 の 集 積 で あ る こ と を実 感 し 、 ま た 、 時 代 に よ って 戦 争 に 対 す る 考 え 方 が 変わ っ て い く こ と に 気 付 く きっ か け に な り ま す 。
地 方 紙 の 役 割 は こ れ か ら

さ ら に 大 き く な っ て い く と私 は 考 え て い ま す 。 子 供 たち が 、 自 分 を 育 ん だ 土 地 で何 が あ っ た の か を 知 る こ とは 大 切 で す 。 途 切 れ る こ とな く 、 日 々 発 行 さ れ て き た新 聞 だ か ら こ そ 、 教 育 の ため に で き る こ と が あ る と 思い ま す 。

　 か け は し ・ く み こ 　 1 9 6 1

年 、 熊 本 県 生 ま れ 、 北 大 文

学 部 卒 。 札 幌 市 在 住 。 太 平

洋 戦 争 の 硫 黄 島 総 指 揮 官 ・

栗 林 忠 道 を 描 い た 「 散 る ぞ

悲 し き 」 で 2 0 0 6  年 、 大 宅

壮 一 ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 賞 。

作 家 島 尾 敏 雄 の 妻 ミ ホ の 評

伝 「 狂 う ひ と 」 で 1 7 年 、

読 売 文 学 賞 、 芸 術 選 奨 文 部

科 学 大 臣 賞 、 講 談 社 ノ ン フ

ィ ク シ ョ ン 賞 。 1 ８  年 、 評

伝 「 原 民 喜 」 を 著 し た 。 近

現 代 史 に お け る 戦 争 と 人 間

と い う テ ー マ な ど で 執 筆

し 、 学 校 教 科 書 に も 作 品 が

掲 載 さ れ て い る 。

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 の 関 連
イ ベ ン ト と し て 開 か れ た
「 子 ど も 新 聞 展 示 会 」
（ 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協
議 会 な ど 主 催 ） の 様 子 を
伝 え る 動 画 が 、 大 会 ホ ー
ム ペ ー ジ の 特 設 サ イ ト

（ h t t p s: / / ni e. h o k k ai d o-

n p. c o. j p / z e n k o k u /
o n d e m a n d / ） で  オ  ン  デ
マ ン ド 配 信 さ れ て い る ＝
写 真 ＝ 。 1 1 月 3 0 日 ま で 。

展 示 会 は 、 日 本 新 聞 協
会 加 盟 社 に 呼 び か け て 寄
せ ら れ た 3 ８ 社 の 計 4 5 点 を
紹 介 。 札 幌 大 会 主 管 社 の

北 海 道 新 聞 本 社 の イ ベ ン
ト ス ペ ー ス で 大 会 開 催 に
先 だ っ て 開 か れ た 。

動 画 は 約 1 1 分 。 迫 力 あ
る 大 き な 写 真 を 使 っ て い
る 、 文 字 が 大 き く 読 み や
す い 、 身 近 な 地 域 の 情 報
が 多 い ― な ど 、 各 紙 の 「 読
ま せ る 工 夫 」 な ど を 一 つ
一 つ 紹 介 し て い る 。

基 調 講 演基 調 講 演

新 聞 は  「 時 代 の 声 」  を 刻 印

地 方 紙 の 役 割 一 層 重 要 に

全 国 の 「 子 ど も 新 聞 」 動 画 で 紹 介全 国 の 「 子 ど も 新 聞 」 動 画 で 紹 介

歴 史 と 出 会 う歴 史 と 出 会 う −− 新 聞 と い う 回 路新 聞 と い う 回 路
ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 作 家ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 作 家 　　 梯 久 美 子 さ ん梯 久 美 子 さ ん
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　 Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 の 特 別 分 科 会 「 日 本 の

産 業 基 盤 を 築 い た 日 本 遺 産 『 炭 鉄 港 』 」

が ８ 月 1 7  日 、 オ ン デ マ ン ド 配 信 に 向 け

収 録 さ れ た 。 「 地 域 教 材 」 を 活 用 し た 学

び を よ り 深 め る た め に 新 聞 を ど う 使 え ば

効 果 的 か 。 か つ て の 産 炭 地 に あ る 市 立 美

唄 中 と 札 幌 の 特 設 会 場 を オ ン ラ イ ン で 結

び 二 元 中 継 さ れ た ３ 年 生 の 公 開 授 業 か ら

ヒ ン ト を 探 っ た 。

「 過 酷 な 労 働 は 命 懸 け だ
っ た 。 帰 り を 待 つ 家 族 の 不安 を 思 う と 胸 が 苦 し く なる 」  。 男 子 生 徒 は １ ９ ８ １年 、 北 炭 夕 張 新 鉱 事 故 の 生存 者 の 証 言 を 記 事 で 読 み 感想 を 述 べ た 。 発 言 は 旧 産 炭地 ・ 空 知 地 方 の 過 去 と 現 在を 学 ん だ 直 近 ２ 回 の 授 業 を振 り 返 っ た 時 だ っ た 。

鹿 糠 昌 弘 教 諭 は 、 暮 ら し
や 労 働 に つ い て の 記 事 の ほか 、

9 3人 が 犠 牲 に な っ た ガ

ス 突 出 事 故 の 生 存 者 の 記 事を 紹 介 し 「 家 族 の 気 持 ち 」を 強 調 し た 。 授 業 で は 未 来に 向 け 「 炭 鉄 港 」 関 連 の 菓子 開 発 に 取 り 組 む 三 笠 高 生や 、 空 知 地 方 と 鹿 児 島 県 の小 中 学 校 を オ ン ラ イ ン で 結

ん で 、 炭 鉱 に つ い て 学 ぶ 記事 に も 触 れ た 。
生 徒

2 9人 は タ ブ レ ッ ト 端

末 で 、 こ の 中 か ら 関 心 あ る記 事 を 選 び 「 食 を 通 じ て 炭鉄 港 を 学 べ る 」  「 小 学 生 から 地 元 を 知 り 、 遠 く の 人 と交 流 す る の は 貴 重 な 体 験 」な ど と 理 由 を 述 べ た 。
炭 鉱 閉 山 で 過 疎 化 が 進 む

空 知 地 方 の 記 事 も 使 っ た 。最 盛 期 に は ９ 万 人 を 超 え た美 唄 市 の 人 口 は 現 在 ２ 万人 。 鹿 糠 さ ん は 美 唄 の 次 世代 が マ チ の イ メ ー ジ を ど うプ ラ ス に 変 え て い く か 問 いか け た 。 生 徒 は グ ル ー プ 討議 か ら 「 美 唄 ら し さ の あ る街 を つ く り た い 」  「 歴 史 を 守り 抜 い た 人 た ち に 代 わ り 私

た ち が 次 に つな げ る 」 と 積極 的 な ア イ デア を 出 し た 。
美 唄 中 の 炭

鉄 港 に つ い て の 学 習 は ３ 年が か り 。 １ 年 社 会 科 地 理 は世 界 の 諸 地 域 、 ２ 年 の 歴 史は 産 業 の 近 代 化 、 ３ 年 で は公 民 の ま ち づ く り に 絡 め て学 ぶ 。 旧 三 菱 美 唄 炭 鉱 の 立て 坑 や ぐ ら な ど 町 内 見 学 も行 い 、 じ っ く り と 種 を ま いて き た 。
鹿 糠 さ ん は

1 ８歳 選 挙

を 生

徒 に 意 識 し て も ら い 、  「 自分 た ち が ま ち づ く り を し てい く こ と を 再 確 認 し て ほ しい 」 と 授 業 を 締 め た 。

◇

札 幌 の 特 設 会 場 で 、 分 科
会 の 司 会 を 務 め た 市 立 ゆ うば り 小 の 冨 樫 忠 浩 教 諭 （ ＮＩ Ｅ ア ド バ イ ザ ー ） は 、 生徒 は 炭 鉄 港 を 取 材 し た 新 聞記 事 を 通 し て 多 く の 先 人 や地 域 の 人 と 「 対 話 」 し た 。今 後 、 求 め ら れ る 「 Ｎ Ｉ Ｅの 新 た な 可 能 性 」 と 指 摘 。

道 教 委 学 校 教 育 局 の 安 藤
俊 介 主 査 は 、 地 域 教 材 の 炭鉄 港 は 社 会 科 で は 歴 史 、 地理 、 公 民 な ど い ろ い ろ な 切り 口 で 活 用 で き る 。 明 確 な視 点 を 持 つ こ と で 、 よ り 効果 的 に 学 習 を 深 め ら れ る と助 言 し た 。

第

1 5回 日 胆 地 区 セ ミ ナ ー

（ 日 高 Ｎ Ｉ Ｅ 研 究 会 共 催 ）が

1 0月 ９ 日 、 推 進 協 議 会 の

事 務 局 を 務 め る 北 海 道 新 聞社 の 苫 小 牧 支 社 を 拠 点 に 開か れ

＝ 写 真 ＝

、 道 内 各 地 の

教 諭 や 学 生 ら

3 5人 が Ｎ Ｉ Ｅ

へ の 理 解 を 深 め た 。
従 来 の 公 開 授 業 は 、 事 前

に 録 画 し た 授 業 を 使 っ て「 授 業 実 践 発 表 」 と し て 行わ れ 、 町 立 え り も 中 の 上 岡弘 佳 教 諭 が ３ 年 社 会 「 マ スメ デ ィ ア と 世 論 」 の 授 業 を紹 介 し た 。 上 岡 教 諭 は ４ 紙の パ ラ リ ン ピ ッ ク に つ い ての 社 説 を 読 み 比 べ さ せ て 、な ぜ 新 聞 社 に よ っ て 論 調 が違 う の か を 多 角 的 に 考 察 させ た 。 参 加 者 か ら は 「 も っと 考 え る 時 間 を 増 や し ては 」 な ど の 発 言 が あ っ た 。

第

1 9回 釧 路 地 区 セ ミ ナ ー

が

1 0月

2 3日 、 北 海 道 新 聞 釧

路 支 社 を 拠 点 に 開 か れ 、 釧路 管 内 の 小 中 高 校 の 教 諭 や大 学 生 を 中 心 に 約

4 0人 が 実

践 例 を 学 ん だ 。
釧 路 東 高 の 山 岸 皇 （ み こ

と ） 教 諭 は ３ 年 倫 理 「 現 代の 諸 課 題 と 倫 理 」 の 授 業 を録 画 映 像 で 紹 介 。  今 年 ６ 月 、ハ ン ガ リ ー が Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ な ど性 的 少 数 者 に 関 す る 描 写 を禁 じ る 新 法 を 制 定 し た 記 事を 生 徒 に 読 ま せ 、  「 同 性 愛が 宗 教 で 禁 止 さ れ る 社 会 は生 き づ ら い 」 な ど の 感 想 があ っ た こ と を 話 し た 。
実 践 発 表 は 弟 子 屈 町 立 和

琴 小 ・ 味 元 広 恵 教 諭 が 特 別支 援 学 級 ６ 年 の 新 聞 作 り を通 じ た 児 童 の 成 長 に つ いて 、 浜 中 町 立 霧 多 布 中 ・ 佐藤 健 翔 教 諭 は ３ 年 社 会 で 、歴 史 関 連 の 記 事 を 活 用 し たメ タ 認 知 能 力 の 育 成 に つ いて 、 そ れ ぞ れ 報 告 し た 。
実 践 発 表 は 、 町 立 浦 河 東

部 小 の 斉 藤 美 衣 （ み え ） 教諭 が １ 年 国 語 「 し ん ぶ ん とな か よ し 」  、 苫 小 牧 市 立 日新 小 の 矢 島 勲 、 同 澄 川 小 の坂 井 弘 、 同 明 野 小 の 上 田 真太 郎 の ３ 教 諭 が 「 地 域 の 新聞 社 と 連 携 し た Ｎ Ｉ Ｅ 推 進活 動 」  を そ れ ぞ れ 発 表 し た 。

　 炭 鉄 港 　 空 知 地 方 の 炭 鉱 、 室 蘭 の

鉄 鋼 、 小 樽 の 港 な ど か ら な る 日 本 遺

産 。2 0 1 9  年 ５ 月 に 認 定 さ れ た 。 北 海

道 の 近 代 化 を 支 え た 産 業 が エ ネ ル ギ

ー 政 策 転 換 で 衰 退 し た 歴 史 に 光 を 当

て た 。 各 地 の 炭 鉱 跡 や 旧 国 鉄 手 宮 線

な ど 構 成 文 化 財 は 4 5 件 （ 空 知 地 方 な

ど の 1 2 市 町 ） に 及 ぶ 。 炭 鉱 は 三 菱 美

唄 炭 鉱 立 て 坑 や ぐ ら や 夕 張 の 北 炭 施

設 な ど も 入 る 。 空 知 の 炭 鉱 は 1 8 7 9

年 （ 明 治 1 2 年 ） 開 抗 の 幌 内 炭 鉱 （ 三 笠

市 ） 以 降 、 増 え 続 け 1 9 6 0  年 代 に は 最

多 1 1 2  を 数 え た が 、 9 5 年 の 空 知 炭 礦

（ 歌 志 内 市 ） 閉 山 で 一 時 代 を 終 え た 。

小 樽小 樽

函 館函 館

帯 広帯 広

旭 川旭 川

釧 路釧 路

札 幌 会 場札 幌 会 場
美 唄 中美 唄 中

室 蘭室 蘭

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 開 催 の た め 中 断 し て い た 本 年 度 Ｎ
Ｉ Ｅ 地 区 セ ミ ナ ー （ 北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 主 催 ）は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 予 防 の た め オ ン ライ ン で 再 開 し た 。

炭 鉄 港 を テ ー マ に し た 美 唄 中 の 授 業 を オ ン ラ イ ン 中 継

し た 札 幌 の 特 設 会 場

特 別 分 科 会  公 開 授 業 を 二 元 中 継特 別 分 科 会  公 開 授 業 を 二 元 中 継
「 炭 鉄 港 」  新 聞 で 学 び 深 め る「 炭 鉄 港 」  新 聞 で 学 び 深 め る

美 唄 中 ― 札 幌 で 質 疑 、  助 言

地 区 セ ミ ナ ー地 区 セ ミ ナ ー

  オ ン ラ イ ン で 再 開オ ン ラ イ ン で 再 開

社 説 ４ 紙 読 み 比 べ

日 胆 セ ミ ナ ー

Ｌ Ｇ Ｂ Ｔ を 考 え る

釧 路 セ ミ ナ ー
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　 「 記 念 新 聞 」「 パ ネ リ ス ト 」「 手 話 通 訳 」「 司 会 」 。 Ｎ Ｉ Ｅ

札 幌 大 会 で は 、 地 元 の 高 校 生 も 部 活 動 の 経 験 を 生 か し

て 大 会 を 支 え た 。 オ ン ラ イ ン 開 催 と な り 「 全 国 か ら の

参 加 者 を 前 に 」 と の 思 い は か な わ な か っ た が 、 そ れ ぞ

れ の 分 野 で 力 を 発 揮 し た 。 ６ 校 か ら 集 っ た 生 徒 の 活 躍

と 感 想 を 紹 介 す る 。

　 共 に 放 送 局 員 の 札 幌 北 高 の 古 崎 可 純

（ か す み ） さ ん （ ３ 年 ） と 札 幌 日 大 高

の 山 田 涼 平 さ ん （ ３ 年 ） が 、 ラ イ ブ 中

継 さ れ た 全 体 会 を 担 当 し た 。 開 会 式 や

次 回 開 催 地 ・ 宮 崎 県 の 主 管 社 か ら 届 い

た ビ デ オ メ ッ セ ー ジ の 披 露 な ど を 、 ほ

ぼ ２ 人 で ア ナ ウ ン ス し た 。

　 古 崎 さ ん は 「 コ ロ ナ 禍 で 話 す 機 会 が

な く な っ て い た 。 大 役 は 緊 張 し た が 、

楽 し か っ た 」 と い う 。 山 田 さ ん は 新 聞

に つ い て 「 そ の 時 代 や 人 の 思 い を 色 濃

く 感 じ と れ る タ イ ム マ シ ン の よ う な 存

在 と 感 じ ま し た 」 。

札 幌 啓 成 高 、 札 幌 旭 丘 高
両 校 の 新 聞 局 員 が 担 当 。 題字 は 北 海 道 で の 大 会 に ち なん で 「 蝦 夷 瓦 版 （ え ぞ か わら ば ん ）  」 と し 、 Ａ ３ 判 裏表 ２ ㌻ の 紙 面 を 作 っ た 。

札 幌 啓 成 高 は 表 面 を 担
当 。 開 会 式 、 基 調 講 演 、 パネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 紹介 す る た め 全 局 員 ８ 人 が 分担 し て 取 材 、 執 筆 、 編 集 に取 り 組 ん だ 。

局 長 の 後 藤 夏 樹 さ ん  （ ２ 年 ）
は  「 大 舞 台 で 新 聞 を 作 る こと が で き て 良 か っ た 」  。  村 上戒 彗  （ か い え ）  さ ん  （ ２ 年 ）  は「 貴 重 な 経 験 に な っ た 」  と 喜ぶ 。  記 事 入 力 で フ ル 回 転 した 富 山 菜 結 希 さ ん  （ ２ 年 ）  は

７ 人 が 登 壇 し た パ ネ ル デ
ィ ス カ ッ シ ョ ン に は 、 札 幌藻 岩 高 図 書 局 の ２ 人 が 顧 問

石 狩 翔 陽 高 ボ ラ ン テ ィ ア
局 の ３ 人 が 、 開 会 式 で 司 会の ア ナ ウ ン ス を 正 確 で 、 スム ー ズ に 通 訳 し た 。 学 校 で

の 教 諭 と 参 加 し た 。 局 長 の為 国 （ た め く に ） 結 菜 さ ん（ ２ 年 ） は 新 聞 の 面 白 さ を話 す 一 方 、  「 ど う す れ ば 高校 生 に と っ て 読 み や す く なる か を 考 え ま し た 」 と 、 写真 な ど を も っ と 使 う よ う 発言 し 工 夫 を 求 め た 。
浜 田 亮 太 さ ん （ ２ 年 ） は

思 い 出 に 残 る 経 験 と 位 置 づけ  「 い ろ い ろ な 方 と 出 会 い 、さ ま ざ ま な 意 見 を 聞 く こ とが で き た 」  。

練 習 を 重 ね る と と も に 、 大会 前 に 司 会 の 高 校 生 と 話 すス ピ ー ド や 間 合 い を 調 整 した こ と も 生 か し た 。
局 長 の 長 沢 明 穂 さ ん （ ３

年 ） は 「 い い 経 験 。 新 聞 の見 方 が 変 わ り ま し た 」  。 太田 夏 南 海  （ な な み ）  さ ん  （ ３年 ） は 「 自 信 を 持 っ て 手 話が で き ま し た 」  。 高 関 優 月さ ん （ ３ 年 ） は 「 全 力 を 出せ ま し た 」 と 話 す 。

「 １ 日 で 新 聞 を 作 る の は 想像 以 上 に 大 変 だ っ た 」 と 振り 返 る 。 高 田 有 彩 さ ん （ ２年 ） は 梯 久 美 子 さ ん が 講 演し た 戦 時 下 の 話 を 聞 き 「 とて も 興 味 深 か っ た 」  と 言 う

。

１ 年 生 も 多 く の 経 験 を 財
産 に し た 。 新 保 彩 夏 さ ん は「 メ モ を 確 実 に 取 る こ と が

記 事 に 使 い や す い と 思 った 」  。 伊 藤 咲 羽 （ さ は ね ）さ ん は 「 新 聞 制 作 へ の 意 欲が 湧 い て き ま し た 」  と い う 。川 上 紗 蘭 さ ん は 取 材 の メ モに て こ ず っ た よ う で 「 改 善し た い 」 と 誓 う 。 カ メ ラ を担 当 し た 飯 野 里 穂 さ ん は「 写 真 の 撮 り 方 が 上 手 に なり た い 」 と 前 向 き だ っ た 。
札 幌 旭 丘 高 は 裏 面 を 担

当 。 学 校 の 始 業 日 の 関 係 で当 日 参 加 で き な か っ た た

め 、 大 会 前 に 完 成 さ せ 、 コロ ナ 禍 で 道 内 の 高 校 新 聞 局の 活 動 が 停 滞 し た 記 事 な どを 掲 載 し た 。  局 長 の 権 瓶  （ ごん ぺ い ） 春 菜 さ ん （ ２ 年 ）は 「 学 校 以 外 の 話 題 を 記 事に し た の は 新 鮮 だ っ た 」 と言 う 。 当 日 参 加 で き な か った こ と に つ い て 、 清 水 果 穂さ ん （ １ 年 ） は 「 実 際 に 取材 し て 対 応 力 を つ け た か った 」 と 残 念 が る 。
札 幌 啓 成 高 と の 活 動 で は

刺 激 を 受 け た 。 吉 田 由 樹 伯（ ゆ き の り ） さ ん （ ２ 年 ）は  「 記 事 を 見 比 べ る こ と で 、自 分 た ち の 新 聞 制 作 を 考 察で き た 」  。 瀬 高 亜 衣 子 さ ん（ １ 年 ） は 「 い ろ い ろ な 意見 を 聞 け た 」  。 菅 原 ひ ま りさ ん  （ ２ 年 ）  も 「 貴 重 な 経 験に な っ た 」 と 技 術 向 上 へ のヒ ン ト を 得 た よ う だ っ た 。

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 高 校 生 も 活 躍Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 高 校 生 も 活 躍

記 念 新 聞記 念 新 聞
パ ネ リ ス トパ ネ リ ス ト

手 話 通 訳手 話 通 訳

司 会司 会

大 変 だ っ た 。

1日 で 作 る

考 え た 。 も っ と 読 み や す く全 力 。 自 信 持 っ て で き た

緊 張 。 で も 楽 し か っ た

札 幌 啓 成 高

　
札 幌 旭 丘 高

札 幌 藻 岩 高

石 狩 翔 陽 高

札 幌 北 高 　 札 幌 日 大 高

１ 年 生 を リ ー ド し た 札 幌 旭丘 高 の （ 左 か ら ） 菅 原 さん 、  権 瓶 さ ん 、  吉 田 さ ん

若 い 感 性 で 意 見 を 述 べ る 為国 さ ん  （ 左 ）  と 浜 田 さ ん

開 会 式 の 手 話 通 訳 を 担 当し た  （ 右 か ら ）  高 関 さ ん 、長 沢 さ ん 、  太 田 さ ん

ラ イ ブ 中 継 さ れ た 全 体 会の 司 会 を 務 め た 山 田 さ ん（ 左 ）  と 古 崎 さ ん

高 校 の 新 聞 作 り に 取 り 組む 札 幌 啓 成 高 の 新 聞 局 員
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第

2 6回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 札 幌 大 会 が ８ 月

1 6日 、  オ ン ラ イ ン で 開 催 さ れ た 。  「 新

し い 学 び を 創 る Ｎ Ｉ Ｅ ～ 家 庭 、 教 室 、 地 域 を む す ぶ ～ 」 の ス ロ ー ガ ン の 下 、新 聞 を ど う 活 用 し 、 教 育 に 役 立 て る か を 考 え た 。 大 会 実 行 委 員 長 を 務 め た 北海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 の 菊 池 安 吉 会 長 に 振 り 返 っ て も ら っ た 。
爽 や か な 夏 空 の 下 、 大 会

会 場 は 札 幌 文 化 芸 術 劇 場 ｈｉ ｔ ａ ｒ ｕ （ ヒ タ ル ） だ った 。 基 調 講 演 で は 、  「 歴 史と 出 会 う

―
新 聞 と い う 回

路 」 と 題 し て 、 札 幌 ゆ か りの ノ ン フ ィ ク シ ョ ン 作 家 梯久 美 子 さ ん が 登 壇 し た 。
戦 時 中 の 硫 黄 島 総 指 揮 官

栗 林 忠 道 を 描 い た デ ビ ュ ー作 「 散 る ぞ 悲 し き 」 の 取 材過 程 を 通 し て 、 栗 林 さ ん の決 別 電 報 が 大 本 営 に 改 ざ んさ れ 新 聞 報 道 さ れ て い た こと が 執 筆 を 後 押 し し た こと 。 当 時 の 新 聞 紙 面 を 見 ると 、 ど ん な 時 代 だ っ た の かが リ ア ル に 伝 わ る こ と 。  「 歴史 の 縦 軸 と し て 、 新 聞 記 事を て い ね い に つ な い で 史 実を 読 み 解 く こ と が 重 要 」 とい う こ と が 印 象 に 残 っ た 。歴 史 観 を 養 う た め に 新 聞 は有 効 な ツ ー ル に な る こ と や

子 供 た ち が 自 分 の 育 っ た 地域 の 歴 史 を 学 ぶ た め に 地 方紙 が 重 要 な 役 割 を 果 た す こと が 伝 わ っ た 。
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

で は 、 元 北 海 道 日 本 ハ ム ファ イ タ ー ズ 選 手 で 学 校 法 人田 中 学 園 理 事 長 で あ る 田 中賢 介 さ ん を は じ め ７ 名 が パネ リ ス ト と し て 登 壇 し 、 新聞 と は ど ん な 存 在 か 、 新 聞の あ る 生 活 、 今 な ぜ 新 聞 、Ｎ Ｉ Ｅ と 学 力 、 新 し い 学 びと デ ジ タ ル 、 新 聞 は 面 白 いか 等 を テ ー マ に 意 見 が 交 わさ れ た 。 家 庭 、  教 室 、  地 域 、学 校 の そ れ ぞ れ の 立 場 か ら生 の 声 が 引 き 出 さ れ 、 充 実し た も の と な っ た 。
公 開 授 業 や 学 習 成 果 は オ

ン デ マ ン ド 配 信 さ れ て いる 。 ８ 本 の 公 開 授 業 で は 、小 学 校 ・ 中 学 校 は 国 語 科 、社 会 科 、 道 徳 、 高 校 は 総 合的 な 探 究 の 時 間 や 情 報 科 の

授 業 で 、 新 聞 を 効 果 的 に 活用 す る 方 法 を 探 っ た 。 視 聴し て ご 意 見 ・ 感 想 を 寄 せ てい た だ け れ ば 幸 い で す 。
特 別 分 科 会 「 日 本 の 産 業

基 盤 を 築 い た 日 本 遺 産 『 炭鉄 港 』  」 で は 、 美 唄 中 ３ 年の 社 会 科 の 授 業 を 札 幌 の 道新 ホ ー ル の 特 設 会 場 と 結 んで 中 継 し 、 双 方 向 性 の 研 究討 議 が 行 わ れ た 。 今 後 の 研究 大 会 の ス タ イ ル と し て 提案 性 の あ る 取 り 組 み だ った 。 授 業 づ く り の 段 階 か ら「 炭 鉄 港 」 の 価 値 を 大 切 にす る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 の 理 事 長 や炭 鉱 跡 地 の 活 用 な ど を 記 事に し て き た 新 聞 記 者 も 加 えて 授 業 構 成 を 検 討 し て きた 。 専 門 家 の 視 点 も 取 り 入れ な が ら 充 実 し た 学 び を 創り 出 す こ と が で き た と 思う 。
「 学 校 図 書 館 と Ｎ Ｉ Ｅ 」

で は 、 学 校 司 書 や 司 書 教 諭

の 新 聞 掲 示 板 の 工 夫 や 身 近に 新 聞 を 置 く こ と で 、 新 聞に 慣 れ 親 し み 、 追 究 活 動 の種 子 を ま く こ と と 授 業 者 であ る 先 生 方 と 連 携 し 、 チ ーム 学 校 図 書 館 と し て 機 能 させ た い と い う 強 い 願 い が 感じ ら れ た 。
「 特 別 支 援 学 校 ・ 特 別 支

援 学 級 に お け る Ｎ Ｉ Ｅ 」 や「 ア イ ヌ 文 化 学 習 と Ｎ ＩＥ 」 の 実 践 発 表 も 提 言 性 のあ る 興 味 深 い も の で あ った 。 新 聞 記 事 デ ー タ ベ ー スを 活 用 し た 実 践 も あ り 、 札幌 新 陽 高 校 の 金 融 学 習 や 函館  ・  亀 田 中 の 地 域 学 習 で は 、あ ふ れ る 情 報 を 的 確 に 活 用す る 力 や 課 題 解 決 の ア イ デア を 生 む 力 を 育 て る こ と が重 視 さ れ た 。 紙 ベ ー ス の 新聞 の 良 さ を 理 解 し な が ら 、デ ー タ ベ ー ス と の 使 い 分 けが 今 後 進 む も の と 思 わ れる 。
今 大 会 を 通 し て 、 高 校 生

の 活 躍 が 光 っ た 。 開 会 式 の司 会 や 手 話 通 訳 、 大 会 の 様子 を 伝 え る 記 念 新 聞 の 制作 、 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョン の パ ネ リ ス ト な ど 、 多 彩な 才 能 を 発 揮 し た 。

　 〇 … 早 い も の で 、 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会

札 幌 大 会 の オ ン デ マ ン ド 配 信 は 残 り

1 カ 月 。 視 聴 者 の 感 想 は 気 に な る が 、

「 北 海 道 ら し さ 」 「 新 し い 学 び 」 を オ

ン ラ イ ン で も 十 分 、 全 国 に 届 け ら れ

て い る の で は と 思 っ て い る 。

　 〇 … 情 報 通 信 技 術 （ Ｉ Ｃ Ｔ ） の 教

育 現 場 へ の 浸 透 は 目 を 見 張 る 。 今 大

会 は 現 地 開 催 を 準 備 し て い た 当 初 か

ら 「 オ ン ラ イ ン の 利 点 」 も 生 か そ う と

考 え た 。 美 唄 中 の 公 開 授 業 を 、 6 0 ㌔

以 上 離 れ た 札 幌 と 結 ん で 二 元 中 継 し

た 特 別 分 科 会 「 炭 鉄 港 」 は 象 徴 的 だ 。

　 〇 … 札 幌 で は 司 会 、 助 言 者 の ほ か

「 炭 鉄 港 」 に 詳 し い 授 業 協 力 者 ら が

ス ク リ ー ン に 映 し 出 さ れ る 授 業 を 見

つ め た 。 美 唄 と の 間 で 質 疑 応 答 、 助

言 も あ っ た 。 い つ も の 教 室 で 授 業 を

受 け る 生 徒 の 姿 を 札 幌 で 見 な が ら 、

両 会 場 が 協 同 で つ く る 分 科 会 は 新 鮮

だ っ た 。

　 〇 … ハ プ ニ ン グ も あ っ た 。 準 備 は

入 念 に 行 っ た が 、 授 業 の 開 始 直 前 に

映 像 が フ リ ー ズ 。 無 事 復 旧 さ せ ら れ

た が 、 授 業 を 5 分 間 ほ ど 遅 ら せ ざ る

を 得 な か っ た 。 原 因 は 明 確 で な く 、

オ ン ラ イ ン の 難 し さ も 痛 感 し た 。

　 〇 … 端 末 1 人 1 台 の Ｇ Ｉ Ｇ Ａ ス

ク ー ル 構 想 や オ ン ラ イ ン 授 業 。 教 育

の 現 場 は 、 こ の 2 年 間 ほ ど で 大 き く

変 わ っ た 。 開 催 地 に 集 い 、 Ｎ Ｉ Ｅ の

「 い ま 」 を 学 び 、 「 あ す 」 を 考 え る 全

国 大 会 。 Ｉ Ｃ Ｔ は 大 会 に も 変 化 を も

た ら す の だ ろ う か 。 （ 坂 ）

北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 研 究 会 （ 兼
間 昌 智 会 長 ） は ９ 月

2 1日 、

公 開 授 業 を 開 い た 。 授 業 は録 画 し て ユ ー チ ュ ー ブ で メン バ ー に 公 開 し 、

1 2月 に 研

究 討 議 を 行 う 。 学 習 会 の 新た な ス タ イ ル を 模 索 す る ため 、 初 め て 授 業 の ラ イ ブ 中継 も 試 み た 。
研 究 会 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 拡 大 を 機 に 、 授 業の 録 画 を 基 に 学 習 会 を 行 っ

て い る 。 今 回 の 授 業 は 、 札幌 南 高 ２ 年 政 治 経 済 「 資 質や 能 力 を 育 む Ｎ Ｉ Ｅ 」  。
ラ イ ブ 中 継 は 「 教 諭 の 表

情 や 生 徒 の 反 応 が リ ア ル にわ か り 、 録 画 よ り 授 業 の 緊張 感 が 伝 わ る 」  （ 兼 間 会 長 ）と 取 り 組 ん だ 。 た だ 、 授 業内 容 が 十 分 に 伝 わ ら な い 点も あ っ た 。 研 究 会 は 課 題 を整 理 し 改 め て 試 み る こ と にし て い る 。　
◇ お こ と わ り

　
「 Ｎ Ｉ Ｅ 実

践 奮 闘 記 」  「 リ レ ー エ ッ セ ー多 紙 彩 々 」 は 休 み ま し た 。

北 海 道 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会 会 長

　
菊 池

　
安 吉

Ｎ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 を 振 り 返 っ てＮ Ｉ Ｅ 札 幌 大 会 を 振 り 返 っ て

授 業 を 中 継

 新 た な 試 み も

編 集 後 記編 集 後 記
授 業 の 中 継 試 み る授 業 の 中 継 試 み る  

研 究 会 が 学 習 会研 究 会 が 学 習 会

2 0 2 1 年 （ 令 和 3 年 ） 1 0 月 2 9 日
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